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ついては Kaldor(12J， (13)， Gar~!::nani [4J，菱山[9].山下 [28]を事照されたい。本稿
E節の議論は異なった経酪を通ってこの基本的問題に行きあたることになる。
標準商品 (StandardCommodity)り意撞 (19) 19 
























20 (20) 第 111巻第1号
と仮定しておく九 n ケ存在する産業〔商品〕のうち，たとえば第 J産業におい
ては，産出(単位あたり)a，j(i=l， 2， "" n)だけの第 z商品と aOJだけの労働
の投入を行ない.Xjだけの産出が行なわれる。向。一二1，2， .. ，n)， -aOjパ主いず
れも非負である。他の産業においても，その生産方法を同様に表記すれば，経
済の生産体系は次のように表わせる。











































z 価格体系 諸商品の価格を P= (PhP2，ー ，Ph'"，Pn)，貨幣賃金主叫





















1 根 λ(A)は1より小苫い。 λ(A)= とおけば，.l(A)<1より什>00ム+，
いま賃金を0とすれは (4)より















賃金が正のとき，利潤率 f は極大利潤率 r*より小さいから，-1ー〉-l-
1十r-1+r* 




命題 1 適当な範囲にわたる賃金に対して，非負の利潤率 (O~五r主主宰)
と正の諸価格 (p>O)が成立する。
価格体系(引は，方程式の構成にみられるとおり.• (n+2)ケの未知数 (nケの
標準商品 (Stand町dCommodity)の意義 (23) 23 
価格，賃金.fUi闇率〕に対L. nケの独立した関係式を与えているにすぎないo
hま価値尺度として，経済の純生産物の総価値額をとり，

























什ればならない。 Sraffa(26) ~ 21-23の「バランスを保つ商品」くbalancedcommodity)を参
回せよー
24 (24) 第 111巻第1号
(1+R)は任意の商品について，産出量とそれが社会的に生産手段として消費
される総量との割合であって，引，tX2， ""ι とともに， 現実の生産体系から















4 標準商品をめぐる諸命題 ζのように決定をみたウェイト乗数 α1.a2. 
， ""により標準体系は a内， α~X2， "" a"xnだけ第1，2， "'， n商品を生産
Lている。これらの商品を標準体系での生産量だけそれぞれ組み入れて〔α1-1':1>
a2x2， ••• ， a"x，)なる合成商品を作りこれを標準商品と定義する。標準体系の性
質(6)より， 標準体系の牛産する純生産物すなわち標準純生産物 (StandardNet 





















ある。 (4)の両辺に右から I.，xをかけて，そこでの加のかわりに wRpA10x
を代入する。標準体系の性質(6)にLたがい整理すれば
wRpAI.x= (R-r)pAI.x 
pA10xキQ より wR=R-r 人 r=R(1ー即〉





{1十R(l-w)}pAIox+叩=(1 + R)pI.x 
ιれを整理しτ
(7) ω一二wp(I-AJI.，x 
26 (26) 第 111巻〕匡悌1号
すなわち賃金は標準純生産物のタームで測定されている。上式を却で割れば










いる。ワノレラ λ の一般均衡論はいうまでもなく第1の方向での，サムエノレソ γ





(1)と同じ< (ただし n=2) 非負で，資本財はいずれの財の生産においても投入
としてもちいられ，またいずれの財も直接，間接に労働を必要とする。総雇用
労働は一定である。このような生産体系に対応して， (4)を縮少した価格体系が

















るべフロ Yティアの形状についてはさらに，両部門の資本集約度作忽.告g)、α01' a02/ 
の差異に応じて次の関係を確かめることができる。両部門の集約度が等しい
とき(生=生.)，フロンティアは線形. 消費財部門がより高い集約度のとき、aOl a02/ 
(也〉包)，フロ yティアは原点に凸，資本財部門がより高いとき f生〉血)





O r ， 
図l 生産体系の選択
10) これらの結果は耳 1および2より容品に確かめることができる。なおn4 Q) r=R(l一回〉は，
生産体系が与動向で，賃金，諸価格を長主Mi主量ゐ3ニLで劃定したばあいの.要素価格プロン
ティア亡ある乙とに註苗されたい.
28 (28) 第 111巻第1号
かで，与えられた賃金に対しもっとも高い利潤率を保証する体系が選択される
〔非代替定理〉から， 最適な生産体系の選択はいちばん外側のフロンティアを選







と同質的な (homogeneou.5)量に還元することが可能で， この代理資本 (Surro-
gate Capi，tal) と労働を変数とする well-<lefined な一次同次の生産関数 (Sur













































11) 乙のケ スはまた，連鎖指数 (Chainlndeめによって定義された資本価値が望ましい性質を




30 (30) 第 111巻第l号












る。 いま (ro，回。〕のもとで最適な生産体系 α が，要素価格の背離にもかか
わらず平均的な資本回収期間にわたり使用されるとする。このとき生産関数に
はいる l人あたり物的資本の価値 Ko(γ〉は， ある商品たとえば消費財をニ a
メレーノレとする要素価格 (r， w)のもとでは
に(の=生戸P



























????? ?? ? ????
諸価格は現実に摩擦や撹苦しがなければ， 1 (4)の価格体系により決定される。
その諸価格士 T，(iニ 1，•.• ，めとすれば，両時点の p，で評価した諸物価の総
和は次式で与えられる。
(2) 










である o Champer羽田町e[2) 
32 (32) 第 III巷第l号


















































































れたい。また Marglin田 d Aoki [16Jは，新古典派，マルクス=フォン ノハマ γ ケムプ
リッヅの三つのそデルに認められる資本主義経済慢の相産を体系的に取りあつかっている。
16) 存在量の固定性という枕元のみからすれば，京油 石炭その他の鉱物蜜源など牛昌三に広〈用い


































1的 Sraffa (26J ~ 8をみよ。賃金をこのように分割する ζとは，あまりなじみりない方法である
が，今日最低賃金として告産業でもちいられている賃金に対応する実質賃金であると考えれま.
十分意味のある区分である。
36 (36) 第 111巻第1号

























19) Marglin and Aoki (16)は，この方向で由一つの試みとして注目すべきである。
20) 注3). 11)をみよ。
標準商品 (StandardCommodity)の意義 く37) 37 
しようとする試みは，資本もまた生産される商品であることを考慮するならば，
無視できない内容をもっている。 J.ロピYソγ(22J. (23Jの実質資本 (Real










に. n (4)の価格体系にかわる， より現実的な価格理論の形成を急がなければ
ならない。
附事~l)
分解不能 (Indecomposable) n次正方行列A の行および列の番号をふたつ
のグループに分割し 1P"ループに属する任意の番号 zと他のグループに属する
任意の番号 J とに対応する行列の成分 aりがすべてo1:なると肯，行列 Aは
分解可能であるといい，そうでないとき分解不能という。
(例〉 本文(1)の非負行列 A が
I 
all， ， alm， alm+l' '.... .， aln一
aml， ... ， amm~ a"" "，+1> .. ， a"，， 
0，...， 0， am+1>m十b ・・・ ，am+bn
1-0，・…目 0， a，.， "，+1> . ..... ...， ann-j 
21) 諸定理の評明については二階堂日9Jを毒照されたい。
38 (38) 第III巻第1号
の形をとれば. ，が叫+1から n までの第Eグノレープに属L，jが 1から閉





n次正方行列 A.n次単位行列 L実数』に関する方程式 IU-AIニ Oを
Aの固有方程式といい，方程式をみたす Aを固有値という。 A が非負の行列
であるとき非負の固有値が存在する。 そのなかで最大のものをフロベニウス
(Frobenius)根といい，と〈に l(A) 主しるす。 Aがさらに分解不能であれば，
次の定理が成立する。
定理(フロベエウス) n次正方行列 A が非負かつ分解不能ならば， 次の性
質をもったフロベニウス根 A(A)が存在する。
(吋 λ(A)は固有方程式 IU-AI=Oの単根で正。
(同 l(A)x=A.lむを満足するベクトル X はEで，他の解もすべて，その
定数倍である。
(0) ある s三0 に対し.[lI-Alx=8をみたす X'?;，oが存在するならば，
[lI-Al-l>O 
(d) l>l(A)は[l!-Al-l>Oの必要十分条件である。
(e) A とその転置行列 A'のフロベニウス根は等しい。 すなわち l(A)
ニλ(A')
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